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綱　　　　領
一　母校愛精神の昂揚
二　伝統保持と敬愛
三　会員の連繋と相互扶助

明
訓
の
絆

同
窓
会
長

生 

野　
昭 
雄

こ
の
度
、
新
潟
明
訓
高
校
同
窓
会
長
を
拝
命
し

ま
し
た
平
成
４
年
卒
の
生
野
昭
雄
と
申
し
ま
す
。

渡
辺
惇
夫
前
会
長
か
ら
並
々
な
ら
ぬ
重
責
を
引
き

継
が
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
様
と
と
も
に
母

校
の
益
々
の
発
展
に
向
け
て
力
を
併
せ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

我
が
母
校
は
２
０
２
１
年
に
創
立
１
０
０
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。
こ
こ
ま
で
素
晴
ら
し
い
伝
統
を

積
み
重
ね
て
く
だ
さ
っ
た
先
輩
方
、
さ
ら
に
は
教

職
員
の
皆
様
、
明
訓
高
校
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
て

い
る
全
て
の
方
へ
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
輝
か
し
い
歴
史
を
振
り
返
り
、
伝
統

の
重
み
を
感
じ
る
と
同
時
に
、
こ
れ
か
ら
の
未
来

に
向
け
て
さ
ら
に
発
展
し
て
い
く
決
意
を
新
た
に

す
る
瞬
間
と
な
り
ま
し
た
。

ご
存
じ
の
通
り
、
我
が
明
訓
は
好
学
を
胸
に
燃

え
る
青
年
達
が
集
ま
り
、
自
ら
先
生
方
を
探
し
講

習
会
を
組
織
し
開
設
し
た
も
の
で
あ
り
、そ
こ
に
は

設
立
者
も
経
営
者
も
そ
こ
に
学
ぶ
青
年
達
で
あ
っ

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
全
国
的
に
も
こ
の
よ
う

な
設
置
の
経
緯
は
大
変
珍
し
く
、
こ
の
こ
と
か
ら

も
「
好
学
」
を
ベ
ー
ス
に
、「
自
治
」、「
協
力
」、

「
質
実
」、「
奉
仕
」
と
い
う
校
訓
が
脈
々
と
受
け

継
が
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
明
訓
生
が

活
き
活
き
と
学
び
、
多
感
な
青
春
時
代
を
多
く
の

友
人
と
過
ご
し
、
学
業
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
部
活

動
や
各
種
行
事
等
を
通
じ
、
お
互
い
を
理
解
し
あ

い
、
刺
激
し
あ
い
、
高
め
あ
う
こ
と
で
、
こ
れ
か

ら
の
時
代
を
リ
ー
ド
で
き
る
素
養
が
育
ま
れ
て
い

る
も
の
と
思
い
ま
す
。
ま
た
高
い
レ
ベ
ル
で
文
武

両
道
を
実
践
し
て
お
り
、
明
訓
ブ
ラ
ン
ド
は
新
潟

県
内
で
は
も
ち
ろ
ん
、
県
外
か
ら
も
注
目
さ
れ
る

全
国
区
の
確
固
た
る
私
学
の
雄
へ
と
進
化
し
て
い

ま
す
。

現
在
、
急
速
に
少
子
化
の
波
が
押
し
寄
せ
て
き

て
お
り
、
私
学
に
お
け
る
学
校
運
営
は
必
ず
し
も

安
泰
と
い
う
時
代
で
は
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

ま
た
多
様
な
学
び
方
、
多
様
な
進
路
の
可
能
性
が

あ
る
中
、
我
が
明
訓
も
先
を
見
据
え
た
新
し
い
ス

テ
ー
ジ
に
向
け
て
進
ん
で
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

１
年
１
年
、
伝
統
を
積
み
重
ね
る
我
が
母
校
に
対

し
て
温
か
く
見
守
り
な
が
ら
、
現
役
明
訓
生
が
自

信
と
誇
り
を
も
っ
て
学
校
生
活
を
送
り
、
個
性
溢

れ
る
生
徒
が
多
く
集
ま
る
、
そ
ん
な
活
力
あ
る
明

訓
高
校
で
あ
り
続
け
る
よ
う
、
我
々
同
窓
生
も
一

致
団
結
し
明
訓
の
絆
を
深
め
て
い
こ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
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同
窓
生
の
皆
様
、
本
年
は
新
年
早
々
に
能
登
半

島
地
震
に
見
舞
わ
れ
石
川
県
輪
島
市
等
に
甚
大
な

被
害
を
招
き
、
本
県
に
も
被
害
が
及
び
ま
し
た
。

私
の
住
ん
で
い
る
新
潟
市
西
区
寺
尾
周
辺
や
黒
埼

地
区
に
お
い
て
は
液
状
化
現
象
で
建
物
が
傾
い
た

り
、
道
路
が
陥
没
、
隆
起
し
た
り
と
い
っ
た
被
害

が
発
生
し
て
、
現
在
も
な
お
建
物
の
解
体
や
道
路

の
修
復
作
業
が
行
わ
れ
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

同
窓
生
の
皆
様
の
中
に
も
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々

に
は
慎
ん
で
お
見
舞
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　
さ
て
、
本
年
五
月
二
十
五
日
に
、
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ

ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
に
お
い
て
本
校
の
前
理
事
長

伴
昭
彦
先
生
の
お
別
れ
の
会
を
挙
行
致
し
ま
し
た
。

新
潟
市
長
を
始
め
経
済
界
・
教
育
界
・
法
曹
界
の

各
界
か
ら
、
故
人
を
偲
び
多
数
の
ご
参
列
を
頂
き
、

伴
前
理
事
長
の
人
脈
の
広
さ
に
改
め
て
敬
服
す
る

ば
か
り
で
し
た
。
同
窓
生
の
皆
様
か
ら
も
多
数
ご

参
列
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、
こ
の
場
を
借
り
て

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
伴
前
理
事
長
は
、
昭
和
四
十
年
六
月
か
ら
本
校

の
理
事
に
就
任
し
、
同
四
十
八
年
五
月
か
ら
理
事

長
に
就
任
さ
れ
令
和
元
年
十
月
に
退
任
さ
れ
る
ま

で
の
四
十
有
余
年
、
理
事
長
と
し
て
務
め
ら
れ
ま

し
た
。
こ
の
間
、
本
校
の
運
営
に
当
た
っ
て
は
充

実
し
た
質
の
高
い
教
育
に
よ
っ
て
生
徒
の
能
力
を

最
大
限
に
引
き
出
し
、
大
学
進
学
率
を
始
め
県
内

高
校
の
上
位
と
な
る
実
績
を
上
げ
、
高
い
評
価
を

得
る
実
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
中
央
区
川

岸
町
の
校
舎
の
老
朽
化
に
伴
い
、
現
在
の
江
南
区

北
山
に
新
校
舎
を
建
設
し
、
人
工
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
、

屋
内
練
習
場
、
体
育
館
等
在
校
生
の
教
育
環
境
の

充
実
・
改
善
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

伴
前
理
事
長
の
本
校
に
対
す
る
情
熱
と
並
々
な

ら
ぬ
ご
尽
力
に
よ
っ
て
「
新
潟
に
明
訓
あ
り
」
と

い
う
礎
を
築
い
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
対
し
、
改

め
て
感
謝
の
意
を
表
す
る
次
第
で
す
。

　
私
は
、
令
和
元
年
十
一
月
に
本
校
の
理
事
長
に

就
任
し
て
か
ら
五
年
を
経
過
し
ま
す
が
、
教
育
の

問
題
に
つ
い
て
は
ま
だ
ま
だ
勉
強
中
の
身
に
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
中
長
期
的
な
問
題
と
し
て
、
少

子
化
が
進
み
、新
潟
県
教
育
委
員
会
の
試
算
で
は
、

新
潟
県
内
に
お
け
る
中
学
校
卒
業
者
数
は
、
令
和

十
一
年
ま
で
に
約
四
千
三
百
人
、
同
二
十
一
年
ま

で
に
は
ト
ー
タ
ル
で
約
七
千
五
百
人
の
減
少
が
見

込
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
他
校
と
同
じ
横
並

び
の
考
え
方
で
は
な
く
、
魅
力
の
あ
る
特
長
を
有

し
た
学
校
に
な
る
べ
く
、
努
力
を
積
み
重
ね
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
考
え
ま
す
。

新
潟
県
内
は
も
ち
ろ
ん
、
隣
県
あ
る
い
は
全
国

に
向
け
て
「
新
潟
に
明
訓
あ
り
」
と
、
特
色
あ
る

存
在
に
な
れ
る
よ
う
努
力
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
同
窓
生
の
皆
様
の
ご

支
援
・
ご
協
力
が
欠
か
せ
な
い
も
の
を
考
え
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

写
真
部
、
将
棋
部
が
全
国
高
総
文
祭
に
出
場
す
る

な
ど
明
訓
の
名
を
全
国
に
広
め
て
く
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
高
い
レ
ベ
ル
で
の
文
武
両
道
を
掲
げ
る
明

訓
と
し
て
、今
春
も
東
京
大
学
や
東
北
大
学
な
ど
の

難
関
国
公
立
大
学
や
新
潟
大
学
を
は
じ
め
と
す
る

医
学
部
医
学
科
、早
稲
田
、慶
應
義
塾
な
ど
の
難
関

私
立
大
学
に
も
多
数
の
合
格
者
を
出
し
て
い
ま
す
。

　
「
人
生
百
年
時
代
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す

が
、
国
連
の
推
計
に
よ
る
と
二
〇
〇
七
年
に
日
本

で
生
ま
れ
た
子
ど
も
の
半
数
は
一
〇
七
歳
ま
で
生

き
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
高
校
生
年
代

以
下
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
、
す
で
に
「
人

生
百
年
時
代
」
が
現
実
の
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
方
で
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
や
グ
ロ
ー
バ

ル
化
の
進
展
等
に
よ
り
、
社
会
構
造
や
雇
用
環
境

は
大
き
く
変
化
し
て
お
り
、
さ
ら
に
は
、「
エ
ネ
ル

ギ
ー
問
題
」
や
「
気
候
変
動
」、「
国
際
紛
争
」
な

ど
の
、
い
わ
ゆ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ス
ク
の
克
服
も

急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
変
動
性
」、「
不
確
実
性
」、「
複
雑
性
」、「
曖

昧
性
」
を
表
す
英
単
語
の
頭
文
字
を
並
べ
た
「
Ｖ

Ｕ
Ｃ
Ａ
の
時
代
」
と
い
う
言
葉
に
示
さ
れ
る
よ
う

に
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
環
境
が
激
変
し
、
世
界
が

混
沌
と
し
た
時
代
に
突
入
し
よ
う
と
し
て
い
る
い

ま
、
世
界
的
な
視
野
を
持
ち
、
主
体
的
に
判
断
し

て
行
動
し
、
使
命
感
を
持
っ
て
課
題
を
克
服
で
き

る
人
材
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
明
訓
が
掲
げ
る
「
好
学　
自
治　
協
力　
質
実

奉
仕
」
の
校
訓
は
、
こ
れ
ら
時
代
の
要
請
に
十
分

応
え
ら
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
と
も

変
化
に
機
敏
か
つ
柔
軟
に
対
応
し
つ
つ
も
、
明
訓

と
し
て
貫
い
て
い
く
べ
き
も
の
は
何
か
を
忘
れ
ず
、

職
員
一
丸
と
な
っ
て
教
育
に
取
り
組
ん
で
ま
い
る

所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
同
窓
会
員
の
皆
様
に
は

引
き
続
き
ご
理
解
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

◇　
◇　
◇　
◇　
◇

ご　
挨　
拶

校
長中 

山　
道 

夫

　
同
窓
会
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
本
校
の
教

育
活
動
に
ご
理
解
・
ご
協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す

こ
と
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
四
月
五
日
の
始
業
式
を
経
て
、
六
日
に
は
中
学

校
一
一
七
名
、
高
等
学
校
三
七
五
名
の
入
学
を
許

可
し
、
中
学
校
三
五
八
名
、
高
校
一
〇
八
八
名
、

生
徒
総
数
一
四
四
六
名
で
新
年
度
の
ス
タ
ー
ト
を

切
り
ま
し
た
。
県
内
外
を
問
わ
ず
、
昨
今
の
急
速

な
少
子
化
の
進
展
に
よ
り
、
生
徒
募
集
に
苦
労
す

る
学
校
が
少
な
く
な
い
中
、
大
勢
の
生
徒
が
本
校

を
志
願
し
て
く
れ
る
こ
と
に
感
謝
の
念
と
責
任
の

重
さ
を
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
昨
年
五
月
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
五

類
相
当
へ
の
緩
和
か
ら
一
年
以
上
が
経
過
し
、社
会

は
す
っ
か
り
脱
コ
ロ
ナ
が
定
着
し
た
よ
う
に
感
じ
て

い
ま
す
。
本
校
で
も
、
今
年
三
月
に
高
校
一
年
生
を

対
象
と
す
るM

eG
A
3

（
海
外
研
修
）
を
ボ
ス
ト

ン
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ハ
ワ
イ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

東
南
ア
ジ
ア
の
四
コ
ー
ス
で
実
施
し
、
六
月
に
は
五

年
振
り
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
桟
敷
を
設
置
し
、
中
高

合
同
の
体
育
祭
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
さ
て
、
在
校
生
の
様
子
で
す
が
、
部
活
動
等
で

は
、
昨
年
暮
れ
、
全
国
高
校
駅
伝
大
会
に
出
場
し

た
本
校
の
女
子
駅
伝
チ
ー
ム
が
一
時
は
ト
ッ
プ
集
団

で
都
大
路
を
快
走
し
、最
終
的
に
は
十
位
に
入
賞
す

る
と
い
う
活
躍
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

こ
の
夏
に
は
、
陸
上
競
技
部
、
剣
道
部
が
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
に
、
放
送
部
、
生
物
部
、
文
芸
部
、
書
道
部
、
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去
る
５
月
25
日
（
土
）
11
時
～
、
新

潟
市
の
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

新
潟
に
お
い
て
、
伴
昭
彦
前
理
事
長
の

「
お
別
れ
の
会
」
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

多
数
の
方
々
の
ご
参
会
を
い
た
だ
き
、

改
め
て
前
理
事
長
の
遺
徳
を
偲
ぶ
と
と

も
に
、
ご
参
会
い
た
だ
い
た
方
の
み
な

ら
ず
、
こ
れ
ま
で
関
わ
っ
て
く
だ
さ
っ

た
全
て
の
方
々
に
心
か
ら
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

伴
理
事
長
は
昭
和
48
年
５
月
31
日
に

学
校
法
人
新
潟
明
訓
高
等
学
校
の
理
事

長
に
選
任
さ
れ
、
令
和
元
年
10
月
に
退

任
さ
れ
る
ま
で
47
年
間
に
わ
た
り
理
事

長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
間
、
学

校
経
営
に
お
い
て
は
多
様
で
充
実
し
た

質
の
高
い
教
育
、
及
び
き
め
細
か
い
運

営
を
推
進
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
進
学

に
お
い
て
は
生
徒
一
人
一
人
の
能
力
を

最
大
限
に
伸
ば
す
き
め
細
か
い
進
路
指

伴
昭
彦
前
理
事
長
の

� 「
お
別
れ
の
会
」を
執
り
行
い
ま
し
た
。

導
に
よ
り
、
高
い
大
学
進
学
率
を
成
し

遂
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
16
年
８
月

に
は
現
在
の
江
南
区
北
山
に
校
舎
を
全

面
移
転
と
い
う
大
事
業
を
成
し
遂
げ
ま

し
た
。

県
下
最
大
級
の
敷
地
面
積
を
持
つ
我

が
校
は
、
教
育
環
境
が
充
実
し
、
最
新

の
設
備
が
揃
い
、
生
徒
の
個
性
が
最
大

限
に
発
揮
で
き
る
環
境
が
整
っ
て
い
ま

す
。こ

れ
ま
で
の
功
績
に
改
め
て
敬
意
を

表
す
る
と
と
も
に
、
母
校
の
更
な
る
発

展
の
た
め
に
我
々
も
力
を
併
せ
て
行
く

所
存
で
す
。
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総会、渡辺前会長によるご挨拶

総会終了後の懇親会

　
同
窓
会
本
部
総
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
よ
り
令
和
２
年
か
ら
３
年

連
続
で
開
催
を
断
念
し
ま
し
た
が
、
令
和

５
年
は
通
常
通
り
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
会
務
報
告

１　
会　
議

（
１
）�

総　
会�

令
和
４
年
11
月　
書
面
決
議

（
２
）�

役
員
会�

令
和
５
年
８
月
３
日
（
木
）　
19
時�

於：
新
潟
卸
セ
ン
タ
ー
Ｎ
Ｏ
Ｃ
プ
ラ
ザ

　
　

 

・�

令
和
５
年
度　
本
部
総
会　
開
催

可
否
に
つ
い
て

　
　

 

・
役
員
改
選
に
つ
い
て

　
　

 �

令
和
５
年
９
月
14
日
（
木
）　
19
時�

於：
新
潟
卸
セ
ン
タ
ー
Ｎ
Ｏ
Ｃ
プ
ラ
ザ

　
　

 

・
役
員
改
選
に
つ
い
て

（
３
）�

常
任
委
員
会�

令
和
５
年
10
月
12
日
（
木
）
19
時�

於
：�

新
潟
市
万
代
市
民
会
館
２
階

「
２
０
７
」�

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ル
ー
ム（
大
）

上
げ
ま
す
。
後
日
、
会
費
徴
収
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
・�

キ
ャ
ン
セ
ル
の
連
絡
は
学
校
事
務
局

（
０
２
５-

２
５
７-

２
１
３
１
）
に
電

話
で
お
伝
え
く
だ
さ
い
。
Ｗ
ｅ
ｂ
・

メ
ー
ル
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
は
キ
ャ
ン
セ
ル
受

付
い
た
し
ま
せ
ん
。

総
会
・
懇
親
会　
次
第

　
１
部　
総
会

　
２
部　
懇
親
会

　
　
　
　

�

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
：
明
訓
吹
奏

楽
部
に
よ
る
演
奏
会

（
19
時
頃　
閉
会
予
定
）

  

昨
年
の
本
部
総
会
・
懇
親
会

昨
年
の
本
部
総
会
・
懇
親
会

��

（
２
０
２
３
年

（
２
０
２
３
年
1111
月月
44
日
開
催
）

日
開
催
）

本
部
会
長
交
代
、
お
よ
び
本
部
役
員
改
選

２
０
２
３
年
11
月
４
日（
土
）新
潟
市
の

ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
令
和
５
年
度
新
潟
明

訓
高
校
同
窓
会
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

議
案
に
て
「
役
員
改
選
」
が
あ
り
、
前
会

長
の
渡
辺
惇
夫
氏
か
ら
退
任
の
意
向
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
後
任
の
選
考

に
移
り
、
審
議
の
結
果
、
前
副
会
長
の
生

野
昭
雄
氏
が
同
窓
会
長
に
就
任
す
る
こ
と

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
併
せ
て
役
員
の
改

選
が
行
わ
れ
、
新
た
に
副
会
長
、
監
事
の

就
任
、
渡
辺
前
会
長
が
顧
問
と
し
て
就
任

す
る
こ
と
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和

　
令
和
66
年
度
年
度

　
開
催
の
ご
案
内

　
開
催
の
ご
案
内

同
窓
会
本
部
（
新
潟
）

�

令
和
６
年
11
月
２
日
（
土
）
16
時
～

（
懇
親
会
：
17
時
～
）

会
場
：
新
潟
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

■
会
費
：�

１
０
，
０
０
０
円
（
税
込
）

　
　
　
　

�

会
費
は
当
日
受
付
で
現
金
で
お

支
払
い
く
だ
さ
い
。
お
釣
り
の

な
い
よ
う
に
ご
用
意
く
だ
さ

い
。

■
申
込
期
限
：
10
月
28
日
（
月
）
ま
で

■
申
込
方
法
は
下
記
の
通
り

　
①�

電
話
で
学
校
事
務
局
（
０
２
５-

２
５
７-

２
１
３
１
）
に
「
お
名

前
、
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
」
を

伝
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
②�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
申
込
書
に

必
要
事
項
を
入
力
の
上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

お
送
り
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

　
・�

キ
ャ
ン
セ
ル
に
つ
き
ま
し
て
は
、
10

月
30
日
（
水
）
13
時
ま
で
に
お
申
し

出
が
あ
っ
た
場
合
は
キ
ャ
ン
セ
ル
を

承
り
ま
す
。
そ
れ
以
降
の
キ
ャ
ン
セ

ル
に
つ
き
ま
し
て
は
お
受
け
出
来
か

ね
ま
す
の
で
、
何
卒
ご
理
解
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

そ
の
後
、
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
、４
年
ぶ

り
の
対
面
で
の
開
催
に
参
加
者
の
皆
さ
ん

は
素
晴
ら
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

同
窓
会
本
部
（
新
潟
）

令
和
５
年同

窓
会
本
部
総
会
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首
都
圏
同
窓
会

関
西
同
窓
会

現
在
、
ジ
ャ
ズ
シ
ン
ガ
ー
と
し
て
活
躍

し
て
い
る
熊
倉
由
美
さ
ん
（
卒
業
生
）
か

ら
素
敵
な
ジ
ャ
ズ
ソ
ン
グ
の
披
露
も
あ
り
、

心
地
よ
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
１
０
０
周
年
を

超
え
た
明
訓
を
誇
り
に
思
い
な
が
ら
、
楽

し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。
首
都
圏

で
活
躍
し
て
い
る
卒
業
生
の
皆
さ
ん
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

ご
不
明
な
点
等
あ
り
ま
し
た
ら
同
窓
会

本
部
（m

eikun-dousoukai@
niigata-

m
eikun.ed.jp

）ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

令
和
令
和
66
年
度
年
度

総
会
・
懇
親
会
の
ご
案
内

総
会
・
懇
親
会
の
ご
案
内

関
西
新
潟
明
訓
会

令
和
６
年
11
月
23
日
（
土
・
祝
）
13
時
～

会
場
：
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
大
阪

令
和
５
年
度　

令
和
５
年
度　

開
催
報
告

開
催
報
告

関
西
新
潟
明
訓
会
親
睦
懇
親
会

�

（
11
月
25
日
）
を
開
催
！

２
０
２
３
年
11
月
25
日
（
土
）
大
阪
市

内
の
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
令
和
５
年
度
関

西
新
潟
明
訓
会
親
睦
懇
親
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
本
間
会
長
の
挨
拶
に
始
ま
り
、
本

部
同
窓
会
か
ら
は
生
野
会
長
、中
山
校
長
、

渡
邊
教
諭
、
ま
た
首
都
圏
新
潟
明
訓
会
か

ら
は
小
林
副
会
長
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
年
度
の
卒
業
生
（
現
・
大
学
生
）
の

参
加
も
あ
り
、
１
０
０
周
年
の
伝
統
に
培

わ
れ
た
先
輩
と
後
輩
に
よ
る
「
明
訓
の
絆
」

を
改
め
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

懇
親
会
で
は
楽
し
い
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も

あ
り
、
全
員
の
校
歌
斉
唱
で
締
め
く
く
り

ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
大
変
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
卒
業
生
の
皆

さ
ん
、
来
年
度
以
降
、
是
非
と
も
お
越
し

く
だ
さ
い
！

関
西
新
潟
明
訓
会
の
グ
ル
ー
プLIN

E

を

作
成
い
た
し
ま
し
た
！
詳
し
く
はW

eb

へ

令
和
令
和
66
年
度
年
度

総
会
・
懇
親
会
の
ご
案
内

総
会
・
懇
親
会
の
ご
案
内

首
都
圏
明
訓
会
の
総
会

11
月
９
日
（
土
）
12
時
～
14
時

於
：
明
治
記
念
館

会
費　

�

男
性　
１
２
，
０
０
０
円�

女
性　
１
０
，
０
０
０
円

９
月
７
日
に
首
都
圏
明
訓
会
総
会
の
連

絡
を
送
付
致
し
ま
す
。

返
信
は
10
月
15
日
（
火
）
ま
で

連
絡
先　
事
務
局
（
奥
田
）　
　

携
帯　
０
９
０-

８
４
８
７-

８
７
９
７

パ
ソ
コ
ン　

�m
ayupon@

au.auone-
net.jp

令
和
５
年
度　

令
和
５
年
度　

開
催
報
告

開
催
報
告

首
都
圏
明
訓
会

�

11
月
11
日
（
土
）
開
催
報
告

２
０
２
３
年
11
月
11
日
（
土
）
東
京
都

港
区
の
明
治
記
念
館
に
お
い
て
、
令
和
５

年
度
首
都
圏
新
潟
明
訓
会
総
会
及
び
懇
親

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
秋
葉
会
長
の
挨
拶

に
始
ま
り
、
本
部
同
窓
会
か
ら
は
生
野
新

会
長
、
中
山
校
長
、
渡
邊
教
諭
、
ま
た
関

西
新
潟
明
訓
会
か
ら
阿
部
副
会
長
が
参
加

さ
れ
ま
し
た
。
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明　
訓　
祭

明　
訓　
祭

特
別
文
化
行
事

特
別
文
化
行
事

体　
育　
祭

体　
育　
祭

６
月
７
日
（
金
）
に
令
和
６
年
度
体
育
祭
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
昨
年
は
教
室
で
の
リ
モ
ー
ト
観
戦
で
し
た

が
、
今
回
は
令
和
元
年
以
来
と
な
る
桟
敷
席
で
の
観
戦

が
で
き
ま
し
た
。
熱
中
症
対
策
の
観
点
か
ら
９
月
に
開

催
さ
れ
て
い
た
体
育
祭
が
６
月
に
な
り
、
気
温
や
天
候

に
も
恵
ま
れ
た
中
で
の
実
施
に
な
り
ま
し
た
。
感
染
症

対
策
で
中
止
し
て
い
た
「
騎
馬
戦
」
や
「
棒
引
き
」、
ク

ラ
ス
対
抗
の
「
背
中
渡
り
リ
レ
ー
」
な
ど
、
令
和
元
年

度
ま
で
の
明
訓
の
体
育
祭
種
目
が
復
活
し
、
連
合
対
抗

リ
レ
ー
で
は
明
訓
レ
コ
ー
ド
を
更
新
す
る
な
ど
、
大
い

に
盛
り
上
が
っ
た
体
育
祭
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
競

技
中
で
は
各
連
合
の
応
援
歌
が
響
き
合
い
、
大
き
な
声

を
出
し
て
互
い
の
健
闘
を
称
え
合
う
場
面
も
見
ら
れ
ま

し
た
。

明
訓
の
体
育
祭
は
、
運
営
す
る
高
校
生
徒
会
執
行
部

だ
け
で
な
く
、
中
学
生
徒
会
や
体
育
委
員
、
放
送
部
、

ダ
ン
ス
部
、
連
合
長
を
は
じ
め
と
す
る
連
合
幹
部
な
ど
、

全
校
生
徒
が
作
り
上
げ
て
い
く
体
育
祭
で
す
。
明
訓
の

校
訓
で
あ
る
「
自
治
」
の
も
と
、
こ
れ
か
ら
も
よ
り
良

い
体
育
祭
を
作
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

五
月
二
十
日
に
特
別
文
化
行
事
「
さ
か
な
ク
ン
の
ギ
ョ
ギ
ョ
っ
と
び
っ

く
り
お
さ
か
な
の
お
話
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
さ
か
な
ク
ン
の
生
い
立
ち

か
ら
環
境
問
題
ま
で
幅
広
い
内
容
で
ご
講
演
い
た
だ
き
、
生
徒
た
ち
も
濃

密
な
時
間
を
過
ご
せ
た
よ
う
で
す
。
参
加
生
徒
の
声
を
紹
介
し
ま
す
。

「
興
味
を
持
っ
た
こ
と
に
対
す
る
行
動
力
が
す
ご
く
印
象
的
で
し
た
。

ま
た
、
新
潟
に
ま
つ
わ
る
さ
か
な
ク
ン
自
身
の
体
験
談
や
新
潟
の
魚
に
関

す
る
話
も
聞
く
こ
と
が
で
き
、
魚
を
よ
り
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
」（
１
年
３
組
・
Ｓ
さ
ん
）

「
楽
し
い
と
思
え
る
こ
と
を
さ
か
な
ク
ン
く
ら
い
突
き
詰
め
る
と
皆
の

為
に
も
な
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
燃
え
上
が
る
よ
う
な
情
熱
が
伝
わ
っ

て
き
て
、
興
味
が
あ
る
こ
と
に
は
こ
れ
く
ら
い
熱
意
が
な
け
れ
ば
い
け
な

い
ん
だ
！
と
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。
功
績
や
名
誉
を
前
面
に
出
し
た
り

せ
ず
に
『
と
て
も
あ
り
が
た
い
こ
と
に
…
』
と
話
す
謙
虚
な
姿
勢
や
、
聴

衆
へ
の
さ
り
げ
な
い
気
配
り
、
ナ
イ
ス
な
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
、
陰
な
る
凄
ま

じ
い
努
力
な
ど
に
感
動
し
ま
し
た
。

さ
か
な
ク
ン
の
よ
う
な
人
柄
に
な
れ

る
よ
う
私
も
頑
張
り
ま
す
」（
２
年

３
組
・
Ｔ
さ
ん
）

「
さ
か
な
ク
ン
が
海
洋
研
究
を
目

指
し
た
経
緯
を
知
り
、自
分
の
将
来

は
可
変
で
あ
り
、
や
り
た
い
と
い
う

強
い
意
志
が
あ
れ
ば
そ
の
可
能
性

は
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
再
認
識
し

ま
し
た
。
海
や
魚
の
世
界
は
広
く
、

そ
の
輝
か
し
い
世
界
を
壊
さ
な
い
た

め
に
も
私
た
ち
が
普
段
か
ら
海
洋

保
全
を
心
が
け
る
こ
と
が
重
要
な
の

だ
と
感
じ
ま
し
た
」（
３
年
８
組
・

Ｈ
さ
ん
）

さ
か
な
ク
ン
は
、
講
演
後
も
控
室

で
た
く
さ
ん
の
イ
ラ
ス
ト
を
描
い

て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の

明
訓
に
贈
呈
さ
れ
た
イ
ラ
ス
ト
は
、

九
月
に
行
わ
れ
る
明
訓
祭
で
特
別

に
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
明
訓
祭
は
五
年
ぶ
り
に
一
般
入
場
者
の
受
け
入
れ
を
再
開
し
た

う
え
で
、
九
月
六
日
（
金
）
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
平
日
の
開
催
に
も
か

か
わ
ら
ず
約
千
二
百
名
の
来
場
者
数
を
数
え
、
多
く
の
お
客
様
に
お
越
し

い
た
だ
き
、
大
き
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

ク
ラ
ス
表
現
で
は
、
高
校
は
「
展
示
型
教
室
作
品
」「
参
加
型
教
室
作

品
」「
教
室
演
劇
」「
映
画
」「
ス
テ
ー
ジ
」「
巨
大
ア
ー
ト
」
の
六
部
門

で
、
ま
た
中
学
校
は
「
教
室
作
品
」
を
中
心
に
、
各
ク
ラ
ス
が
協
力
し
合

い
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
年
の
明
訓
祭
の
テ
ー
マ
は
「From

 now
 

～
君
た
ち
は
明
訓
で
ど

う
生
き
る
か
～
」
で
し
た
。
こ
の
テ
ー
マ
、From

 now

に
は
「
こ
こ

か
ら
、
今
か
ら
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
、
ま
た
“
君
た
ち
は
明
訓
で
ど
う

生
き
る
か
”
は
、「
自
分
は
こ
こ
か
ら
ど
の
よ
う
に
明
訓
で
成
長
し
て
い

き
た
い
の
か
、
明
訓
を
ど
の
よ
う
に
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
の
か
」
と
い

う
生
徒
へ
の
問
い
か
け
の
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ク
ラ
ス
企
画
で
は
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
、
問
い
か
け
に
対
す
る
自
身
の

答
え
を
表
現
す
る
こ
と
で
、
幅
広
い
来
校
者
に
明
訓
生
の
根
本
と
な
る
努

力
と
芸
術
性
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
作
品
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
リ
バ
テ
ィ
ー
・
ス
ク
エ
ア
で
は
、
高
度
な
ダ
ン
ス
の
技
術
や
歌

唱
力
を
発
揮
し
、
目
の
前
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
華
や
か
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
に
会
場
は
大
い
に
沸
き
上
が
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
第
二
体
育
館
で
は
新
た
な
試
み
と
し
て
新
潟
県
生
徒
会
連
盟

防
災
部
に
よ
る
防
災
に
関
す
る
展
示
や
企
画
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
従
来

か
ら
の
明
訓
の
伝
統
に
加
え
、
新
し
い

も
の
を
ど
ん
ど
ん
創
り
出
す
明
訓
生
の

「
無
限
の
可
能
性
」
を
今
年
も
う
か
が

い
知
る
こ
と
が
で
き
た
素
晴
ら
し
い
明

訓
祭
で
し
た
。

今
年
度
の
受
賞
ク
ラ
ス
は
次
の
通
り

で
す
。

◎明訓大賞� 三年九組
� （映画部門）
○部門賞
　展示型教室作品� 二年八組
　参加型教室作品� 一年九組
　教室演劇� 三年四組
　映画� 三年九組
　ステージ� 三年二組
　屋外アート� 三年三組
○大衆賞� 三年九組
○CM賞� 三年九組
○パネル賞� 三年八組
◎中学明訓大賞� 三年A組
� （教室作品部門）

★ 学 ★ 校 ★ 案 ★ 内 ★
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１
組
（
39
名
）

浅　
利　
実　
佑

五
十
嵐　
優　
音

石　
橋　
勇　
希

石　
原　
華　
恋

伊　
藤　
彩　
夏

伊　
藤　
日
菜
花

遠　
藤　
泰　
誠

大　
月　
創　
太

鬼　
丸　
　
　
隼

金　
塚　
花　
奈

加　
納　
幸　
歩

後　
藤　
結　
羽

小　
林　
梓　
美

小　
林　
優　
紀

齋　
藤　
飛　
向

齋　
藤　
唯　
華

竹　
石　
美　
来

土　
田　
咲　
李

鶴　
木　
ひ
よ
り

中　
川　
響　
太

中　
田　
倫　
人

中　
谷　
琉　
來

中　
丸　
絵
莉
子

那
須
野　
晴　
香

新　
田　
い
ぶ
き

二　
宮　
若　
菜

沼　
田　
結　
愛

平　
石　
未
来
宇

藤　
田　
由
梨
奈

堀　
　
　
祐　
妃

本　
間　
由　
菜

明　
道　
俊　
太

目　
黒　
凜　
香

森　
田　
美　
輝

山　
﨑　
莉　
緒

山　
村　
こ
は
く

吉　
川　
美　
優

若　
槻　
の
の
か

渡　
邉　
創　
士

２
組
（
38
名
）

阿　
部　
真　
佳

有　
田　
　
　
隼

五
十
嵐　
悠　
羽

板　
垣　
美　
海

伊　
藤　
ひ
な
た

小　
川　
真　
奈

荻　
野　
　
　
凱

小　
野　
結　
子

木　
村　
里　
桜

小　
林　
珠　
夕

小　
林　
結　
月

小　
俣　
　
　
凜

斎　
藤　
麻　
央

佐
々
木　
皐　
成

佐　
藤　
　
　
葵

佐　
藤　
彩　
乃

佐　
藤　
倖　
栄

佐　
藤　
万
由
香

清　
水　
風　
花

滝　
口　
万　
緒

竹　
島　
実　
優

池　
主　
美　
優

頓　
所　
莉　
彩

樋　
口　
　
　
陽

平　
野　
　
　
優

藤　
井　
　
　
豪

藤　
瀬　
泰　
彦

星　
野　
　
　
愛

本　
間　
萌　
衣

前　
田　
陽　
菜

圓　
山　
天　
花

三　
島　
光　
稀

水　
藻　
毬　
乃

宮　
田　
禄　
郎

村　
木　
美　
海

由　
田　
芽　
依

渡　
辺　
匠　
音

渡　
邉　
優　
樺

３
組
（
38
名
）

阿
久
津　
理　
央

天
井
澤　
実　
愛

砂　
川　
夏　
紀

石　
田　
雛　
乃

伊　
藤　
花　
楓

岩　
野　
く
る
み

宇
佐
美　
花　
佳

小　
柳　
萌　
果

川　
上　
円　
花

川　
﨑　
陽
世
里

木　
村　
環　
那

銀　
田　
誓　
子

小　
島　
　
　
凛

小　
林　
　
　
光

齋　
藤　
亜　
実

酒　
井　
大　
輝

佐　
藤　
心　
望

澤　
田　
羚　
斗

清　
水　
柚　
果

髙　
橋　
侑
衣
莉

田　
中　
太　
陽

田　
中　
武　
蔵

中　
川　
未　
波

野　
崎　
祥　
由

長
谷
川　
愛　
優

長
谷
川　
拓　
人

長
谷
部　
偉　
留

羽　
田　
朝　
陽

波
多
野　
優　
空

ハ
ド
ソ
ン　
　
蘭

廣　
瀬　
桜　
子

藤　
原　
梨　
暖

増　
山　
万　
由

山　
田　
茉　
都

四
津
谷　
茉　
梨

和　
氣　
汐　
里

渡　
邉　
愛　
海

渡　
邊　
紘　
平

４
組
（
40
名
）

青　
木　
省　
吾

青　
木　
龍　
樹

安　
達　
歩　
美

荒　
井　
史　
豊

有　
澤　
碧　
来

五
十
嵐　
慧　
翔

石　
田　
真　
珠

今　
井　
翔　
琉

大　
平　
奈　
津

小　
川　
大　
輝

小　
川　
春　
吉

金　
子　
結　
香

狩　
野　
　
　
文

榧　
根　
　
　
誠

岸　
　
　
優　
斗

小　
池　
颯　
真

小　
島　
千　
愛

後　
藤　
美　
南

坂　
井　
翔　
真

櫻　
井　
　
　
栞

佐　
藤　
大　
輝

茂　
野　
歩　
心

鈴　
木　
優　
介

田　
井　
璃　
音

髙　
口　
栞　
奈

谷　
　
　
優　
花

土　
佐　
若　
史

戸　
谷　
優　
紀

野　
口　
海　
桜

広　
瀬　
陽　
香

福　
原　
巧　
也

藤　
代　
春　
海

藤　
田　
啓　
史

藤　
村　
光　
一

本　
田　
雄　
介

松　
尾　
玲　
和

山　
田　
沙　
紀

渡　
辺　
歩　
夏

渡　
邊　
菜
々
美

渡　
邉　
理　
子

５
組
（
40
名
）

荒　
川　
明
日
瑠

石　
山　
汐　
里

今　
泉　
百　
葉

遠　
藤　
　
　
蒼

遠　
藤　
陸　
航

大
久
保　
英　
奈

大　
滝　
瑚　
子

大　
滝　
陽　
斗

大　
谷　
紗　
永

岡　
村　
南　
々

鍵　
冨　
結　
衣

加　
藤　
鈴　
乃

金　
井　
瑠　
璃

岸　
　
　
杏　
羽

木　
村　
陽　
菜

黒　
井　
柚　
花

解　
良　
志　
成

小　
島　
大　
空

後　
藤　
陸　
音

佐　
藤　
心　
夢

清　
水　
凛　
音

杉　
浦　
　
　
功

杉　
戸　
志　
帆

鈴　
木　
姫
菜
子

鈴　
木　
優　
唯

髙　
藤　
隼　
斗

髙　
山　
恒　
貴

タ
ッ
シ
ュ 

マ
イ
ケ
ル
城

田　
村　
望　
彩

坪　
谷　
玲
央
斗

寺　
木　
み
の
り

速　
水　
太　
陽

原　
　
　
琉　
斗

丸　
山　
琴
々
南

三　
浦　
涼　
太

村　
山　
千　
佳

山　
田　
真　
璃

吉　
岡　
祈　
嗣

吉　
澤　
あ　
や

渡　
邊　
　
　
充

６
組
（
39
名
）

相　
場　
の
ど
か

青　
木　
心　
那

安
孫
子　
　
　
湊

阿　
部　
有　
快

板　
垣　
　
　
励

稲　
村　
杏　
奈

大　
谷　
　
　
新

大　
宮　
鼓
太
郎

鎌　
田　
唯　
月

杵　
渕　
紗　
和

木　
伏　
ゆ
ず
か

久　
保　
優　
駕

佐　
藤　
涼　
与

清　
水　
郁　
恵

白　
倉　
侑　
哉

曽　
我　
昊　
生

千　
田　
ウ
ラ
ラ

土　
屋　
日　
和

遠　
山　
沙　
耶

永　
田　
聖　
來

中　
山　
さ
く
ら

楡　
井　
佳　
奈

根　
津　
藍　
佳

長
谷
部　
　
　
緯

早　
川　
真　
央

星　
野　
泰　
河

本　
間　
大　
地

松　
井　
將　
宗

松　
崎　
哲　
也

丸　
山　
瑛
太
郎

山　
口　
梓　
美

山　
口　
妃　
奈

山　
口　
海　
音

山　
下　
明　
夏

山　
田　
陽　
香

山　
本　
晃　
己

吉　
田　
朝　
大

吉　
田　
唯　
華

𠮷　
田　
優　
羽

７
組
（
45
名
）

淺　
見　
京　
汰

安　
達　
梨　
絢

阿　
部　
翔　
也

五
十
嵐　
太　
郎

池　
田　
晴　
飛

石　
倉　
心　
結

伊　

　
慎　
吾

岩　
崎　
純　
大

岩　
舩　
遙　
信

遠　
藤　
廉　
士

大　
桃　
義　
隆

岡　
村　
拓　
宙

小　
柳　
澄　
弥

笠　
原　
光　
騎

加　
藤　
光　
輝

金　
子　
恵　
介

黒　
谷　
望　
美

甲　
野　
太　
樹

後　
藤　
太　
一

小　
西　
健　
五

小　
林　
　
　
倖

近　
藤　
陽　
紀

佐　
藤　
颯　
祐

三　
林　
紘　
大

菅　
井　
琉
乃
介

高　
橋　
拓　
夢

竹　
内　
瑞　
輝

武　
田　
翔　
也

土　
橋　
奏　
太

友　
坂　
海　
空

西　
川　
　
　
歩

長
谷
川　
侑　
真

樋　
口　
歩　
夢

平　
井　
壱　
弥

廣　
澤　
胡　
花

伏　
見　
翔　
太

本　
間　
巧　
真

松　
本　
晃
史
朗

八　
木　
音　
々

山　
口　
　
　
凜

山　
本　
寛　
太

和　
田　
珠　
要

渡　
邉　
　
　
慧

渡　
邊　
業　
人

渡　
邊　
蓮　
音

８
組
（
37
名
）

石　
井　
陽　
之

石　
川　
獅　
恩

石　
川　
大　
祐

伊　
藤　
優　
海

歌　
野　
順　
介

小　
黒　
晴　
凪

小
武
内　
愛　
花

片　
岡　
優　
稀

金　
田　
大　
輝

窪　
田　
優　
輝

小　
竹　
桜　
佑

坂　
口　
美
幸
希

坂　
下　
こ
こ
ろ

佐
久
間　
千　
瑞

佐　
藤　
陽　
美

佐　
藤　
　
　
悠

佐　
藤　
結　
子

鈴　
木　
晴　
菜

鈴　
木　
文　
都

鈴　
木　
悠　
生

堰　
　
　
ち
は
る

髙　
橋　
愛　
依

田　
中　
茉　
子

坪　
井　
遥　
香

野　
崎　
未　
夏

野　
島　
悠　
乃

長
谷
川　
彩　
香

長
谷
川　
欧　
太

長
谷
川　
堅　
哉

古　
澤　
和　
也

細　
川　
大　
瀬

本　
間　
か
り
ん

山　
川　
　
　
輝

山　
口　
竜
之
介

山　
﨑　
　
　
陽

山　
田　
橙　
和

吉　
澤　
優　
桜

９
組
（
36
名
）

安　
藤　
優　
那

五
十
嵐　
来　
和

池　
田　
結　
花

石　
川　
大　
起

伊　
藤　
大　
智

伊　
藤　
花　
野

伊　
藤　
誠　
崇

上　
野　
杏　
子

梅　
川　
昊　
三

大　
橋　
未　
歩

木　
村　
彩
起
子

木　
村　
光　
瑠

小　
林　
慶　
圭

近　
藤　
志　
至

堺　
　
　
茉
莉
花

坂
場 

香
南 

マ
ッ
ケ
ン
リ
ー

嶋　
田　
高　
大

島　
田　
力　
輝

田　
村　
愛　
華

永　
井　
理　
子

中　
川　
　
　
元

中　
島　
遼　
正

平　
野　
天　
進

藤　
塚　
　
　
勘

古　
山　
結　
衣

堀　
内　
実　
咲

松　
井　
佑　
菜

丸　
山　
晄　
青

宮　
澤　
青　
羽

村　
上　
仁　
瑚

梁　
取　
療　
介

山　
田　
倖　
奈

𠮷　
岡　
和　
奏

吉　
田　
夏　
希

和　
田　
大　
武

渡　
部　
　
　
聡

10
組
（
38
名
）

荒　
井　
里　
咲

五
十
嵐　
あ
り
さ

五
十
嵐　
　
　
匠

石　
垣　
舞　
羽

歌　
川　
あ
や
の

梅　
川　
怜　
大

大　
江　
菜　
子

大　
関　
春　
人

大　
竹　
凜　
和

川　
内　
天　
翔

桑　
原　
未　
有

牛　
膓　
律　
幹

坂　
井　
奏　
音

坂　
爪　
祐　
介

櫻　
井　
息　
吹

白　
石　
晴　
樹

新　
保　
　
　
翼

諏　
佐　
瑛　
士

高　
橋　
小　
春

高　
橋　
　
　
凜

髙　
山　
碧　
羽

田　
邊　
潤
之
介

千　
野　
陸　
斗

坪　
川　
結　
人

遠　
山　
ひ
な
た

渡　
部　
彩
月
美

中　
井　
怜　
杏

中　
塚　
雅　
己

中　
林　
紗　
良

馬　
場　
萌
々
香

松　
崎　
り
ず
む

松　
田　
紗　
依

丸　
山　
智　
史
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◎入会金
全日制75回生  390名
� 390,000円
◎終身会費
全日制75回生  390名
� 1,950,000円
◎合計�2,340,000円

会費納入状況

令
和
６
年
卒

全
日
制
第
75
回

終
身
会
費
納
入
者
御
芳
名

（
敬
称
略
）

令
和
六
年
四
月
十
五
日
現
在

同窓生の皆様へ
登録情報の変更はお済ですか？登録情報の変更はお済ですか？

　引越しや結婚などで住所や名前に変更があった場合は、
事務局までお知らせください。登録台帳を更新いたします。
　「情報変更フォーム」から登録変更連絡が行えます。�
事務局あてのTELでもお受けしています。
　https://meikun-dousoukai.securesite.jp/form/

●�ご本人確認のため、折り返しご連絡
させていただく場合がございます。
あらかじめご了承ください。

●�ご家族などが代理入力する場合は、
本人の許可をご確認のうえお願い
します。許可を得ずに発生したトラ
ブルは、本会は責任を負いません。

●�お送りいただきました情報は新潟明訓
高等学校および同窓会からのお知ら
せに利用させていただきます。

パソコン・スマホ対応
同窓会ホームページから

アクセス！


